
里
山
を
未
来
へ
つ
な
げ
る

人
材
育
成
へ

　
「
里
山
共
生
講
座
」
は
、
丹
波
篠

山
市
名
誉
市
民
で
も
あ
る
霊
長
類

学
者 

河か
わ

合い

雅ま
さ

雄を

さ
ん
が
描
い
た

「
ふ
る
さ
と
」
の
理
念
を
受
け
継

ぎ
、
自
然
や
生
き
物
が
豊
か
な
丹

波
篠
山
全
体
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、
里
山
共
生
社
会
を
支

え
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
里
山
が
持

つ
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
魅

力
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
な
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
里
山
共
生
講
座
」
で
は
、
人
間

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
生
き

物
を
対
等
な
存
在
と
し
て
捉
え
る

「
マ
ル
チ
ス
ピ
ー
シ
ー
ズ
学
」
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
丹

波
篠
山
の
自
然
を
可
視
化
し
て
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
然
と
共

生
す
る
社
会
に
つ
い
て
興
味
を
持

っ
て
も
ら
い
、
里
山
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
新
し
い
学
び
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発

達
環
境
学
研
究
科
准
教
授
・
清き

よ

野の

未み

恵え

子こ

講
座
長
を
中
心
に
、
同
研

究
科
の
学
生
や
N
P
O
法
人
里
地

里
山
問
題
研
究
所
、
ち
る
み
ゅ
ー
、

生
物
研
究
者
な
ど
、
多
く
の
専
門

家
が
連
携
し
、
大
学
と
地
域
が
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
・
研
究
活
動
を
通
し
て
、

丹
波
篠
山
の
豊
か
な
自
然
や
里
山

文
化
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
里
山
文
化
の

継
承
と
発
展
に
取
り
組
み
、
丹
波

篠
山
か
ら
、
日
本
の
里
山
の
未
来

を
育
て
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

4月18日のキックオフフォーラム「森に還ろう」のワークショップで、森で見つけた
植物などを大きな模造紙に並べ、みんなで「森」を作りました。

里
山
体
験
の
学
び

　
近
年
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
経

済
の
発
展
と
と
も
に
、
森
林
の
減

少
や
生
物
多
様
性
の
損
失
、
気

候
変
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
人
間
を
中
心
に
考
え
る
の
で

は
な
く
、
多
様
な
生
き
も
の
か
ら

見
た
視
点
を
持
ち
、
自
然
と
の
関

わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

里
山
共
生
講
座
で
実
施
す
る

生
き
物
調
査
で
は
、
専
門
家
と

一
緒
に
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
な
が
ら
、
調
査
・
発
見
・
発
表

を
体
験
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
自
然
の
大
切
さ
や
研
究
の
お

も
し
ろ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
こ
の
講
座
の
魅
力
で
す
。

ま
た
、
身
近
な
里
山
に
す
む
生
き

物
を
調
べ
る
こ
と
で
、
普
段
は
気

づ
か
な
い
自
然
の
豊
か
さ
や
新

た
な
発
見
に
出
会
え
ま
す
。
参

加
者
み
ん
な
で
集
め
た
調
査
結

果
は
、
丹
波
篠
山
の
貴
重
な
「
生

き
物
リ
ス
ト
」
と
な
り
、
調
査
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
地
域
の
自

然
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
大
切
な
研

究
資
料
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
小
さ
な
発
見
が
、
丹
波
篠

山
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

多様な⽣き物と⼈々が共⽣できる⾥⼭を未来へ
　里山共生講座では、里山の豊かな生態系は、人間を含む多様な生き物が互いに関わり
合うことで育まれていることを、多くの人に伝えています。そして、その学びを通して
未来の里山を支える人材を育て、次の世代へ豊かな自然をつないでいくことをめざして
います。
　私たちの暮らしは、里山をはじめとする豊かな自然の恵みに支えられています。その
大切な自然を守り、未来へ引き継いでいくことは、この地球に生きるすべての生命にとっ
て大切な使命ではないでしょうか。
　一人ひとりの学びと行動が、丹波篠山の豊かな里山を未来へつなぐ大きな力になると感じました。

里
山
共
生
講
座
の

活
動
紹
介

髙
た か

橋
は し

あおいさん
特命助教

川
か わ

添
ぞ え

達
た つ

朗
ろ う

さん

特命准教授

山山 生生共共 講講座座里里

　こどもから大人まで多くの参加者が、森や里山で探検し、さまざまな発見や発表を
通して、里山を学ぶ機会になりました。6月20日・21日に行われた植物や昆虫、魚、
哺乳類の調査では総勢約80人で図鑑を参照しながら約240種類もの生物を発見！

キックオフフォーラム「森に還ろう」
場　所　ちるみゅー
⃝クロストーク「森に還ろう」
⃝ワークショップ
　「ハカセといっしょに森を感じよう」

「ハカセと一緒に生きもの調査」
場　所　川阪地区
⃝20日　植物、田んぼの生きもの調査
⃝21日　昆虫、魚、哺乳類の調査

4/18 6/20・21

里山って何だろう？
　皆さんこんにちは!今年の4月に篠山チルドレンミュージアムの一角に、神戸
大学大学院人間発達環境学研究科の研究室「里山共生講座」がスタートしまし
た。今回のリポートでは、講座の概要やその取り組みについて紹介します。
　ところで、里山って何だろう…？里山とは、集落や人里に隣接し、人々の生
活や農業と結びつくことで、適度に人の手が加えられてきた自然環境のことで
す。里山は、自然と人間とが共生することで、原生的な森とは異なる独自の生
態系が生まれ、生物多様性の宝庫でもあります。

リポーター
畑畑
はたはた
弘弘
ひろひろ
恵恵
ええ
さんさん

次回のイベントは、
「ハカセと一緒に里山の夏を探そう」
と　き　8月23日(日)　①11:00～　②14:00～
場　所　篠山チルドレンズミュージアム
※�詳しくは、里山共生講座のインスタグ

ラム(＠satoyamalab.kobe)でお知
らせします。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

里山共生講座で働く
専任教職員の
皆さんと

子どもたちの自由研究も

応援します!

中
な か

田
た

泰
た い

地
ち

さん

特命助教

里山里山をを通じて通じて

人づくり人づくり

里山の魅力を広げていきませんか？

大人だけでも大歓迎!里山に遊びに
里山に遊びに　　おいでよ!

　　おいでよ!

新しい発見

わくわく生き物　
わくわく生き物　

  調査を楽しもう!
  調査を楽しもう!

問い合わせ　里山共生講座☎070-8988-8413

2026.827 26

イ
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